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議-5

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

の
方
向
性
は

質
問

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
、
３
月
の
予
算
委
員
会
の
中

で
具
体
的
な
計
画
案
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
今
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー

構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

６
月
８
日
に
農
産
物
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
を
設
立
し

た
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
農
業
生
産

者
と
し
て
新
十
津
川
町
農
民
協
議

会
、
し
ん
と
つ
か
わ
で
心
呼
吸
。

推
進
協
議
会
、
ピ
ン
ネ
農
業
協
同

組
合
園
芸
振
興
会
の
３
団
体
。
流

通
・
販
売
事
業
者
と
し
て
ピ
ン
ネ

農
業
協
同
組
合
、
新
十
津
川
町
商

工
会
、
新
十
津
川
町
中
央
地
区
商

店
街
振
興
組
合
の
３
団
体
。
消
費

者
と
し
て
新
十
津
川
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
、
新
十
津
川
町
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
２
団
体
と

な
っ
て
い
る
。

事
業
の
方
向
性
は
、
今
後
、
協

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

関
係
機
関
の
実
務
担
当
者
で
構
成

す
る
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
会

議
を
設
け
、
７
月
を
目
途
に
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
事
業
計
画
、
個
人

ま
た
は
団
体
に
よ
る
農
産
物
や
加

工
品
の
販
路
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
制

度
、
優
良
産
品
に
対
す
る
基
準
適

合
証
明
な
ど
の
認
証
制
度
等
の
案

を
研
究
・
作
成
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
協
議
会
で
検
討
、

協
議
し
、
８
月
中
に
ブ
ラ
ン
ド
化

取
り
組
み
の
方
針
を
決
定
し
、
現

時
点
で
想
定
さ
れ
る
支
援
、
認
証

な
ど
必
要
な
制
度
を
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

質
問

協
議
会
に
お
い
て
認
証
制

度
等
に
つ
い
て
研
究
、
作
成
す
る

よ
う
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
農
産
物
を
認
証
対
象
作
物
と

し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

協
議
会
及
び
推
進
会
議
等

で
十
分
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
中
か
ら
「
新
十
津
川
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
、
本
町
に
お
い
て
生

産
さ
れ
た
「
安
心
で
安
全
な
農
作

物
」
を
認
証
し
て
い
き
、
消
費
者

の
評
価
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問

職
員
数
削
減
に
伴
い
、
仕

事
量
の
均
等
化
や
職
員
の
年
齢
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
長
期
的
視
点

で
見
る
と
課
題
は
多
い
が
、
第
一

に
重
視
す
べ
き
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
の
為
の
行
政
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
平
成

年
度

17

か
ら
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
及
び
平

成

年
度
か
ら
の
職
員
適
正
化
計

19
画
に
よ
る
目
標
値
は
十
分
達
成
さ

れ
て
い
る
。
本
町
の
職
員
削
減
方

法
は
定
年
退
職
・
早
期
退
職
な
ど

の
減
少
に
対
し
て
補
充
を

％
に

10

抑
え
る
形
で
削
減
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
削
減
方
法
は
ど
の
よ

う
な
形
を
と
る
の
か
。
ま
た
、
本

町
の
職
員
数
の
適
正
数
値
を
ど
こ

に
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

さ
ら
に
、
給
与
費
が
類
似
団
体

よ
り
高
く
推
移
し
て
い
る
の
は
職

員
削
減
に
よ
り
1
人
当
た
り
の
仕

事
量
が
増
大
し
、
時
間
外
勤
務
が

増
え
て
い
る
た
め
で
は
な
い
の

か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
職

員
の
健
康
面
な
ど
を
考
慮
し
、
臨

時
職
員
を
適
正
に
配
置
し
仕
事
量

の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

町
長

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く

中
で
は
、
職
員
削
減
に
よ
る
給
与

等
の
圧
縮
が
一
番
効
率
的
か
つ
確

実
な
行
政
経
費
削
減
の
方
法
で
あ

り
ま
す
が
、
職
員
数
に
つ
い
て
は

一
応
の
目
標
数
は
設
定
し
つ
つ

も
、
事
務
事
業
の
多
寡
に
よ
っ
て

当
然
変
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
類

似
団
体
と
即
イ
コ
ー
ル
と
い
う
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

ま
た
給
与
費
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
職
員
の

努
力
に
よ
っ
て
、
今
後

年
以
上

10

を
見
込
ん
だ
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
も
健
全
財
政
を
維
持

Ｑ．農産物ブランド化事業の方向性は

Ｑ．行財政改革について
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山田 秀明議員


